
　

市
で
は
交
通
不
便
地
域
の
解
消

や
市
民
の
交
通
利
便
性
の
向
上
の

た
め
市
民
バ
ス
を
平
成
12
年
よ
り

運
行
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
で
15

年
目
を
迎
え
車
両
の
老
朽
化
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
、
９
月
よ
り
新
車

両
に
よ
る
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
車
両
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
に
配
慮
し
、
低
床
フ
ラ
ッ

ト
の
段
差
が
少
な
い
構
造
で
乗
り

降
り
が
し
や
す
く
な
っ
た
ほ
か
、

車
い
す
用
の
ス
ロ
ー
プ
も
設
置
し

て
い
る
の
で
車
い
す
の
方
も
安
心

し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
見
て
す
ぐ
に
市
民
バ
ス

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
「
ニ
ー
ラ
」
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
カ
ラ
フ
ル
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
も

車
両
全
体
に
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
皆
さ
ん
の
足
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
い

物
な
ど
に
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
時
刻
表
や
運
行
経
路
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。ま
た
、バ
ス
の
色
が
白・

黄
色
・
黄
緑
の
３
色
で
、
１
ヶ
月

ご
と
に
路
線
を
変
更
す
る
の
で
、

乗
車
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

　

第
22
期
農
業
委
員
会
の
役
員
、
部
会
と
担
当
地
区
が
７
月
28
日
の
韮
崎

市
農
業
委
員
会
総
会
で
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

（選挙区順・敬称略）

写真はイメージ画像です

氏　　名 部会 役職名 担当地区

中川　 一穗 農政 農政部会長 富士見ヶ丘・若宮・
本町・富士見

柳本　 　進 農地 中島・栄・岩下・
上ノ山

伊藤　 啓子 農地 祖母石・一ツ谷・
水神

横内　 守夫 農地 飯米場・柳平

小林　 　徹 農地 鳥の小池・宮久保

相山　　泰 農地 三ツ澤

保坂 今朝利 農政 上今井・長久保・原

望月　 由勝 農政 三之蔵・日之城

大柴　 義克 農政 上ノ原・権現沢

小田切 博道 農地 農地部会長 南下條・北下條・相垈・
蔵之前・道下

上村　 武男 農政 絵見堂・鳥居・駒井・
上野・坂井

遠藤　　章 農政 小田川 5・6 区

廣瀬　 勝典 農地 中條 1・2 区

橋本 さゆり 農地 中條 3・4 区

氏　　名 部会 役職名 担当地区

槫林　 一孝 農地 会長職務
代理 久保・重久

小泉　 晴利 農政 夏目・次第窪

石合　 之貴 農地 石水・伊藤窪

小室　 裕邦 農地 上円井・宇波円井・
下円井・入戸野

山本　 　昭 農政 農政部会長
職務代理 青木・御杉

横森　 金藏 農地 折居

伊東　 竹代 農政 中谷

内藤　 　充 農地 武田・北宮地・鍋山

中込　 行雄 農政 山口・北原・鋳物師屋・
宮下

湯舟　 征夫 農地 農地部会長
職務代理

小曾根・鍛冶屋・山寺・
竹内・久保・湯舟

杉本　 　勝 農政 若尾・羽根

田中　 俊一 農地 町屋・西の割

中島　 尚武 農政 会　長 越道・真葛

横内　 佳昭 農地 若尾新田・坂の上・
石宮

〜新しくなった市民バスが、地域の足となり皆さんを支えます ! 〜

9月1日、市民バスリニューアル
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